
防
研
セ
ミ
ナ
ー

時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

　　京都生まれ横浜育ち。東京大学教養

学部卒業後、同大学院総合文化研究科地

域文化研究専攻修士課程修了、博士後期

課程単位取得満期退学。専門分野は韓国

の外交・安全保障政策。韓国国防大学校

（ＫＮＤＵ）との日韓教官交流や安全保

障戦略課程（旧・一般課程）の東アジア

の安全保障講座などを担当。

日

本

に

先

立

つ

韓

国

の

取

り

組

み

　

２

０

０

０

年

に

女

性

・

平

和

・

安

全

保

障

（

Ｗ

Ｐ

Ｓ

）

に

関

す

る

国

連

安

全

保

障

理

事

会

決

議

第

１

３

２

５

号

（

決

議

１

３

２

５

）

が

採

択

さ

れ

て

以

来

、

韓

国

で

は

�

年

の

第

１

期

に

始

ま

り

、

�

年

の

第

４

期

ま

で

４

回

に

わ

た

っ

て

国

家

行

動

計

画

が

策

定

さ

れ

て

き

た

。

　

こ

れ

は

�

年

に

第

１

次

政

府

行

動

計

画

を

策

定

し

た

日

本

に

先

立

つ

も

の

で

あ

る

。

　

韓

国

の

Ｗ

Ｐ

Ｓ

政

策

推

進

の

司

令

塔

は

性

平

等

家

族

部

（

旧

・

女

性

家

族

部

）

で

あ

り

、

国

家

行

動

計

画

に

は

国

防

部

の

ほ

か

外

交

部

、

統

一

部

、

法

務

部

、

行

政

安

全

部

な

ど

�

個

の

部

処

（

省

庁

）

と

機

関

が

参

加

し

て

い

る

。

「

性

暴

力

の

視

点

」

と

「

４

期

行

動

計

画

」

　

決

議

１

３

２

５

に

至

る

動

因

の

う

ち

、

大

き

な

一

つ

は

１

９

９

０

年

代

に

内

戦

下

の

戦

時

性

暴

力

が

世

界

的

な

注

目

を

集

め

た

こ

と

で

あ

る

。

　

戦

時

性

暴

力

の

被

害

国

と

し

て

の

歴

史

的

ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

ー

を

持

ち

、

か

つ

北

朝

鮮

と

対

峙

す

る

徴

兵

制

国

家

・

韓

国

が

、

Ｗ

Ｐ

Ｓ

と

い

う

国

際

規

範

を

ど

の

よ

う

に

国

内

政

策

、

特

に

軍

事

組

織

に

適

用

し

よ

う

と

し

て

い

る

の

か

。

　

韓

国

の

Ｗ

Ｐ

Ｓ

政

策

は

、

こ

の

暴

力

か

ら

の

保

護

と

い

う

側

面

に

極

め

て

強

い

力

点

を

置

い

て

い

る

部

分

に

特

徴

が

あ

る

。

最

新

の

「

第

４

期

国

家

行

動

計

画

（

２

０

２

４

―

�

）

」

に

お

い

て

も

、

日

本

軍

「

慰

安

婦

」

被

害

者

の

尊

厳

回

復

や

、

北

朝

鮮

離

脱

女

性

（

女

性

脱

北

者

）

へ

の

定

着

支

援

が

盛

り

込

ま

れ

て

い

る

。

欧

米

諸

国

の

Ｗ

Ｐ

Ｓ

が

「

軍

縮

」

や

「

平

和

構

築

へ

の

参

加

」

を

志

向

す

る

の

に

対

し

、

韓

国

は

北

朝

鮮

と

い

う

軍

事

的

脅

威

が

存

在

す

る

た

め

、

「

軍

縮

」

を

現

実

的

な

ア

ジ

ェ

ン

ダ

と

し

て

掲

げ

に

く

い

事

情

が

あ

る

。

そ

の

た

め

、

韓

国

は

Ｗ

Ｐ

Ｓ

を

安

全

保

障

に

お

け

る

「

人

権

ア

プ

ロ

ー

チ

」

と

し

て

解

釈

し

、

自

国

が

抱

え

る

歴

史

的

・

社

会

的

課

題

の

解

決

に

適

用

す

る

戦

略

を

と

っ

て

い

る

。

軍

内

部

で

の

対

策

と

Ｐ

Ｋ

Ｏ

の

女

性

軍

人

　

そ

れ

で

は

、

韓

国

軍

に

お

け

る

Ｗ

Ｐ

Ｓ

政

策

は

ど

の

よ

う

な

部

分

に

重

点

を

置

い

て

進

め

ら

れ

て

い

る

の

だ

ろ

う

か

。

第

４

期

計

画

に

お

い

て

国

防

部

は

、

「

軍

内

の

性

暴

力

予

防

」

と

「

被

害

者

保

護

」

を

最

優

先

課

題

の

一

つ

に

掲

げ

て

い

る

。

　

韓

国

で

は

近

年

、

空

軍

や

海

軍

で

発

生

し

た

性

暴

力

事

件

に

対

し

、

被

害

者

が

組

織

的

な

隠

蔽

や

２

次

被

害

に

絶

望

し

て

自

死

を

選

ぶ

と

い

う

痛

ま

し

い

事

案

が

相

次

ぎ

、

軍

司

法

制

度

の

改

革

に

ま

で

発

展

し

た

。

こ

れ

を

受

け

、

国

防

部

は

単

な

る

精

神

論

で

は

な

く

、

制

度

的

な

是

正

に

乗

り

出

し

て

い

る

。

具

体

的

に

は

、

部

隊

内

に

「

人

権

保

護

官

」

な

ど

の

専

門

職

を

配

置

し

、

性

暴

力

被

害

者

の

早

期

発

見

と

保

護

、

そ

し

て

加

害

者

の

処

罰

厳

格

化

を

進

め

て

い

る

。

ま

た

、

被

害

者

が

不

利

益

を

被

ら

な

い

よ

う

な

相

談

・

申

告

シ

ス

テ

ム

の

独

立

性

を

高

め

る

試

み

も

な

さ

れ

て

い

る

。

　

国

連

平

和

維

持

活

動

（

Ｐ

Ｋ

Ｏ

）

に

お

い

て

は

、

女

性

要

員

の

参

加

拡

大

が

課

題

と

な

っ

て

い

る

。

現

在

、

韓

国

軍

は

レ

バ

ノ

ン

や

南

ス

ー

ダ

ン

な

ど

に

要

員

を

派

遣

し

て

い

る

が

、

女

性

比

率

は

約

５

～

６

％

台

に

と

ど

ま

り

、

国

連

が

推

奨

す

る

目

標

値

（

�

％

以

上

）

に

は

届

い

て

い

な

い

の

が

実

情

で

あ

る

。

専

門

家

か

ら

は

、

作

戦

地

域

で

現

地

女

性

や

子

供

か

ら

の

情

報

収

集

・

支

援

を

行

う

「

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

・

チ

ー

ム

（

Ｅ

Ｔ

）

」

の

能

力

向

上

が

急

務

で

あ

り

、

そ

の

た

め

に

女

性

要

員

が

活

動

し

や

す

い

イ

ン

フ

ラ

整

備

や

教

育

訓

練

の

体

系

化

が

必

要

で

あ

る

と

の

提

言

が

な

さ

れ

て

い

る

。

残

さ

れ

た

課

題

　

一

方

で

、

課

題

も

多

く

残

さ

れ

る

。

Ｗ

Ｐ

Ｓ

国

家

行

動

計

画

に

は

独

立

し

た

予

算

が

十

分

に

割

り

当

て

ら

れ

て

お

ら

ず

、

各

省

庁

が

既

存

予

算

の

中

か

ら

名

目

上

組

み

替

え

て

対

応

し

て

い

る

の

が

実

態

で

あ

る

。

ま

た

、

関

連

省

庁

間

で

の

政

策

目

標

や

評

価

指

標

が

一

致

し

て

お

ら

ず

、

連

携

不

足

に

よ

る

重

複

や

断

絶

も

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

外

交

的

な

ア

ピ

ー

ル

と

現

場

の

実

態

と

の

間

に

は

依

然

と

し

て

埋

め

る

べ

き

ギ

ャ

ッ

プ

が

存

在

す

る

。

　

試

行

錯

誤

を

進

め

て

い

る

段

階

で

は

あ

る

が

、

人

権

を

安

保

の

基

盤

に

据

え

る

韓

国

の

Ｗ

Ｐ

Ｓ

に

関

す

る

ア

プ

ロ

ー

チ

は

、

日

本

の

Ｗ

Ｐ

Ｓ

推

進

に

あ

た

っ

て

も

一

つ

の

重

要

な

参

照

点

と

な

る

だ

ろ

う

。


